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【 Ｆ Ｉ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 9 月 2 8 日 ( 2 0 2 3 . 9 . 2 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ プ シ ッ ツ 連 続 条 件 を 満 た す よ う に 特 徴 量 が 設 定 さ れ た 報 酬 関 数 の 入 力 を 受 け 付 け る 関  
数 入 力 手 段 と 、
　 熟 練 者 の 軌 跡 の 確 率 分 布 と 、 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 軌 跡 の 確  
率 分 布 と の 距 離 を 表 わ す ワ ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 を 最 小 に す る 軌 跡 を 推 定 す る 推 定 手 段 と 、
　 推 定 さ れ た 軌 跡 に 基 づ い て 、 最 大 エ ン ト ロ ピ ー の 原 理 で 導 か れ る ボ ル ツ マ ン 分 布 の 対 数  
尤 度 を 最 大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 す る 更 新 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 更 新 手 段 は 、 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 と し て 、 前 記 ワ ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 か ら 、 前 記 パ  
ラ メ ー タ に 対 す る 最 大 の 報 酬 値 か ら 当 該 パ ラ メ ー タ に 対 す る 報 酬 の 平 均 値 を 減 じ た 式 で 定  
義 さ れ る エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 を 減 じ る 式 を 導 出 し 、 導 出 さ れ た 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 を 最  
大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 新 手 段 は 、 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 、 パ ラ メ ー タ を 更 新 す る 処 理 を 繰 り 返 す ほ ど 、 前  
記 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 対 応 す る 部 分 が 対 数 尤 度 の 下 限 の 最 大 化 に 寄 与 す る 度 合 い を 減  
衰 さ せ る 減 衰 係 数 を 設 定 し 、 設 定 さ れ た 対 数 尤 度 の 下 限 を 最 大 に す る よ う に 報 酬 関 数 の パ  
ラ メ ー タ を 更 新 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 新 手 段 は 、 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 が 対 数 尤 度 の 下 限 の 最 大 化 に 寄 与 す る 度 合 い を 減 衰  
さ せ る 減 衰 係 数 を 当 該 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 対 応 す る 部 分 に 設 定 し 、 パ ラ メ ー タ を 更 新  
す る 処 理 を 繰 り 返 す 途 中 で 、 前 記 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 対 応 す る 部 分 が 対 数 尤 度 の 下 限  
の 最 大 化 に 寄 与 す る 度 合 い を 減 衰 さ せ る よ う に 前 記 減 衰 係 数 を 変 更 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 更 新 手 段 は 、 対 数 尤 度 の 移 動 平 均 が 一 定 に な っ た と 判 断 し た と き に 、 減 衰 係 数 を 変 更 す  
る
　 請 求 項 ３ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 新 手 段 は 、 ｌ ｏ ｇ   ｓ ｕ ｍ   ｅ ｘ ｐ ｏ ｎ ｅ ｎ ｔ ｉ ａ ｌ の 上 限 値 に 基 づ い て 、 対 数 尤 度  
の 下 限 を 導 出 す る
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　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 関 数 入 力 手 段 は 、 線 形 関 数 に な る よ う に 特 徴 量 が 設 定 さ れ た 報 酬 関 数 の 入 力 を 受 け 付 け  
る
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ が 、 リ プ シ ッ ツ 連 続 条 件 を 満 た す よ う に 特 徴 量 が 設 定 さ れ た 報 酬 関 数 の 入  
力 を 受 け 付 け 、
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ が 、 熟 練 者 の 軌 跡 の 確 率 分 布 と 、 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い  
て 決 定 さ れ る 軌 跡 の 確 率 分 布 と の 距 離 を 表 わ す ワ ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 を 最 小 に す る 軌 跡 を  
推 定 し 、
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ が 、 推 定 さ れ た 軌 跡 に 基 づ い て 、 最 大 エ ン ト ロ ピ ー の 原 理 で 導 か れ る  
ボ ル ツ マ ン 分 布 の 対 数 尤 度 を 最 大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 し 、
　 前 記 パ ラ メ ー タ の 更 新 の 際 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ が 、 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 と し て 、 前 記 ワ  
ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 か ら 、 前 記 パ ラ メ ー タ に 対 す る 最 大 の 報 酬 値 か ら 当 該 パ ラ メ ー タ に 対  
す る 報 酬 の 平 均 値 を 減 じ た 式 で 定 義 さ れ る エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 を 減 じ る 式 を 導 出 し 、 導  
出 さ れ た 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 を 最 大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 学 習 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ が 、 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 、 パ ラ メ ー タ を 更 新 す る 処 理 を 繰 り 返 す ほ ど  
、 前 記 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 対 応 す る 部 分 が 対 数 尤 度 の 下 限 の 最 大 化 に 寄 与 す る 度 合 い  
を 減 衰 さ せ る 減 衰 係 数 を 設 定 し 、 設 定 さ れ た 対 数 尤 度 の 下 限 を 最 大 に す る よ う に 報 酬 関 数  
の パ ラ メ ー タ を 更 新 す る
　 請 求 項 ７ 記 載 の 学 習 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 リ プ シ ッ ツ 連 続 条 件 を 満 た す よ う に 特 徴 量 が 設 定 さ れ た 報 酬 関 数 の 入 力 を 受 け 付 け る 関  
数 入 力 処 理 、
　 熟 練 者 の 軌 跡 の 確 率 分 布 と 、 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 軌 跡 の 確  
率 分 布 と の 距 離 を 表 わ す ワ ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 を 最 小 に す る 軌 跡 を 推 定 す る 推 定 処 理 、 お  
よ び 、
　 推 定 さ れ た 軌 跡 に 基 づ い て 、 最 大 エ ン ト ロ ピ ー の 原 理 で 導 か れ る ボ ル ツ マ ン 分 布 の 対 数  
尤 度 を 最 大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 す る 更 新 処 理 を 実 行 さ せ 、
　 前 記 更 新 処 理 で 、 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 と し て 、 前 記 ワ ッ サ ー ス タ イ ン 距 離 か ら 、 前 記 パ  
ラ メ ー タ に 対 す る 最 大 の 報 酬 値 か ら 当 該 パ ラ メ ー タ に 対 す る 報 酬 の 平 均 値 を 減 じ た 式 で 定  
義 さ れ る エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 を 減 じ る 式 を 導 出 さ せ 、 導 出 さ れ た 前 記 対 数 尤 度 の 下 限 を  
最 大 に す る よ う に 前 記 報 酬 関 数 の パ ラ メ ー タ を 更 新 さ せ る
　 た め の 学 習 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 更 新 処 理 で 、 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 、 パ ラ メ ー タ を 更 新 す る 処 理 を 繰 り 返 す ほ ど 、 前  
記 エ ン ト ロ ピ ー 正 則 化 項 に 対 応 す る 部 分 が 対 数 尤 度 の 下 限 の 最 大 化 に 寄 与 す る 度 合 い を 減  
衰 さ せ る 減 衰 係 数 を 設 定 さ せ 、 設 定 さ れ た 対 数 尤 度 の 下 限 を 最 大 に す る よ う に 報 酬 関 数 の  
パ ラ メ ー タ を 更 新 さ せ る
　 請 求 項 ９ 記 載 の 学 習 プ ロ グ ラ ム 。
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